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日

9,00

程

10.00 11,00 12.00 13.00 14.00 15.00  16:00

公 開 授 業 s 0 0*-_s 4 5
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公 開 体

け

い

I

分 科 会

昼

食

全    体    会

授 業

各
町

へ
移
動

地区別生

徒集会活

動

分科会報

告と質疑

あ

い
さ

つ

/<l-tw'iZrtyy?y

学年学級 教 科 題 材 名 指 導 者 場 所

1の 1 理  科 力 の つ りあ い 北 沢 勝 史 1の 1碁E

1の 2 英  語 tesson 18・ TOmぉ Rb=atiVes 涌 水 靖 子 1の 2菱

1の 3 国  語 文 の 成 分 矢 部 覇J夫 lC)3孝数室 |

1の 4 美  術 葉の平面構成 で秋を表現しよう。 藤 本 清 子 美 :術

1の 5 社  会 中 国 河 本 好 文 1の 5教

1の 6 数  学 資料 の 整理 田 栗 博 幸 1の 6

2の 1 数  学 基 本 図 形 井 上   弘 2の 1

2の 2′ 英  語 A Greet American PresiCent 室 圏 耕 一
:三l」ΞLf:riヨ三:

2の 3 社  会 封建 tll度 の動揺 鴻 坂 正 義 巨 璽
2の 4 理  科 仕事とエネルギー 矢 内 正 弘

2の 5 国 語 | 銀の燭台―「 ン.ミ ゼラブル」から 古 林 伸 也 2の 5鐘

3の 1男 体  育 鉄棒運動 長距離走 平 野   修 運 動場 南

\aL k 体  育 バスケッ トポール 桂   敏 子 北 運 動 場

3の 2 理  科 磁 石 と電流 武 末 昭 彦 第 2理澤1室

3の 3 英  語 Ieseonlz;Ryoich i and, Pearrl lrtroturtairr (U ケ勢爵 耕 ‐ 3の 3盤

3の 4 社  会 家 庭 生 活 小 林 睦 男 3の 4碁室

3の 5 国  語 晴 れ ゆ く空 石 原 弘 子 3の 5教室



地域別生徒集会活動

分  科 会

1000ニ ー ー ー …1050

1100*r-I 2.30

40

「 自己統合をめざすバズ学習」

名古屋大学教授

尼崎市立 日新中学校

姫路市教 育委 員会

加古川市専加古川中学校

東京都編馬区立中村中学校

春 日井市立藤山台中学校

姫路市立高丘中学校

全 体  会

分科会報告

あい さつ

パ ネ77デ ィスカ ッシ ョン

テ ー マ

助 言 者

司 会 者

(4)閉  会

１＞

　

幼

、鋤

塩 田 芳 久  先 生

前 田 義 夫

松 岡 平 入

大 玉 ,実

望 月 和三郎

荻 原 克 己

石 本 敬 三
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０
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参 観場 所並距離 担  当  者

辻 井 公 民 館  東 500m 三 輪 四 郎   山 本 茂 子

北今宿 公 民館  東南 500m 縄 手 靖 市   田 栗 博 幸

東今 宿 公 民館 南 500m 石 原 弘 子   涌 水 靖 子

西今宿 公民館  西南 もoom 室 田 耕 一   藤 本 清 子

山 吹 公 民 館  北西 30om 武 末 昭 彦   桂  敏 子

分 会 塩 =:ラ =・
1                         -                        。“:3ア 場  所

第 1分科会 教科指導とバズ学習1) 1の 1鍵

第 2分科会 教科指導とバズ学蚤2) 104老睦

第 3分科会 生徒指導 .特活とバズ学習 1́の 6教室

第 4分科会 復習バズと家庭学習 2の 1郵饉

第 5分科会 地域生徒集団の指導 とバズ学習 21の 3継

鷲
ヽ
　

ヽ

．



L 題

2 題

第 1学年 1組

力のつ りあい

指導者 北 沢 勝 史

材  観            ‐
0 日常生活にかいて経験的に活用 している力は11自 然現象の中でも物体の相互関係にか

いて最も大 きな比重をしめている基本概 念● 1つ てある。 力の法則性を明らかにし

て,SIと 撃、自然琴象を|り 理箸し、合理的に対処するoに通 した題材でぁる。

0 本クラスは、特に注意を要する生徒はいないが、むだ話が多い馨Jには発表が少ない8

カの1学習は、小学校で てこ .てんびん・滑車などをす峻せているが、個人差 .個人内

差が強いな材である。したがって できぅだけ身近在材料を用いた実験を通じ、生徒自

身の手で力学の基本的性質を理解し、興味を持?よ う指導したい。    :

計    画  (6時 間 )

第 1次  力の合成 |

第 2次  力のうりあい

第3次   力の分解
‐

第 4次  斜 面

第 5次  まさつヵ

本時 の 目標

0 合力.分ヵの概念を理解させ、力の合成、の導入をはかる。

● クラス全員が 安全に実験し、授業に参加する態度をやしなう。

こ 準  備

エキ|バンダニ.押 しぴん。ゴムひも:ぼねばかりし西群紙など。

-4警

材

2時間 (本時第 1時分)

1時間

1時間

1時間

1時間

一
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` 
力がはたらいた時の物体の変化につ 10 簡単な実験を示し、学習したことを実生活の

いて復習する。  _ . :■    l i 中に定着させる。      i   -1.

ばねがか りに加えた 五 .b.Cの各力には、どのようなはたらきがあると説明

できるか考えよう。

説明図をみ  /4}説明図をみ ヱ子空 同じ物体に 同 じ変化をさせた力は、はたら

50g きが同 じことに気づかせる。   i
。 力のはた らき 。力の大小を混同させないよ

う留意する。

la

エキスバンダーを
 /// 0 身近な物体に力を加え、同 じはたらきの 1つ

ひきのばし、力のは  4 の力と2つの力があることを定着 させる。

[lな

rCついて考え
T11_:多λξ

l

1つの力と 2つ の力のはた らきが同 10 合力 .分力を説明する。

じであることについて (合力 .分力を)

知る。

1つの力でのばしたのと同じ位置まで ゴムひもをのぼす a.boC、 の分力

の大きさを測定 しよう。

, 実験方法を
 多

(=なひ )`|ご
理
g iO 

倉力の向きは、ごムひもの方向に対 して同じ

知る。
     多

_二_一二
|ぽ≧【  l くらいの角度にひらくよう注意させる。

t       =~~「
      ::‐

:b

実 験 結 果 を 考 察 し よ う。

班Ellバ ズ

。 全員が役割を持って、実験に参加している ;

か 。

発表する。

実験器具をかたづける。

0 分力の大きさと分力の向きが、どのようにな

っているかを考えさせる。
0 カの分解に関係 したことには、深入 リレ い。

0 次時の予告

-5- 一
■
．．・一一　
二
ず

指 導 上 の 留 意 点

6学 習 過 程

学 習 活 動

・
・

０

　

　

　

　

０
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8上

第 1学年 2組 英 語 科 学 習 指 導 案

指導 者  濡 水 靖 子

Lesson Tomt s Relatives

2 題 材

0 この題材は beョ翡可の各人称についての紹介が,応終わ り、疑問文とその答え方が学習の中

心になつている。一般動詞の疑F.5文 とは異なり、be動詞の場合は主語と動詞が入れかわるの

でその理を確認 したあと大いに driIIが 必要であろう。一般動詞の場合を基礎にして 既習

の単語を使って自由に対話をさせながら比較発展させ、その表現能力をより豊かなものとさせ

たい。そのことは英語を使かうとする積極的態度を養うことになり、そついう意味では本教材

は適した題材といえよう。

。 新事項についての理解はできても運用面のくりかえしをする根気力や意欲に欠けて定着が不

十分になりがちなので、むつかしい説明はさけt口頭練習をくりかえし、根気強く指導してゆ

きたい。クラス全体としては男女間の伸もよく比較的活発であるが、肝心なところで消極的に

なってしまう傾向がある。しかし/・iズ学習をすすめていくに従って出来る生徒は勿論、出来な

い生徒もグ|ル|■ プの助けを借 り,ながらとにかくまじめに勉強しようとする姿が少しずつ見うけ

られるようになってきた。

画  (5時 間 )

時   Introduct

時   Sec tion l

材

　

観

題

計

第 1

第 2

第 3時

第 4時

Baslc

ion;Basic Sentences I

isection 2;Exercises 1

Sentenc,s 2;Exerc二 七le s° 壼―A.く 本時分 )

3; Set:t i oa 4

第 51,時  EЖ ercises

本時 の目標

be動詞の疑問文の作り方とその答え方 (省略形)を理解させ、これに慣れさせる。   |

積極的にメンバーと協力し、暖かく助け合って学習をすすめていく態度を身につけさせるよ

… 6-

Sec t i on

E-3; ReView

一γ与　・一一
一一ド一一　一‐‐‐‐，

:卜審基:姜1芋



学 習 遇 程

。前時の学習事項の復習をする。

。宿題を班内で点検 しあう。

0班毎に対人法で口頭練習をする。   |
。正しくはっきりと自信をもっていう。
。新出単語の英語一 日本語をすばやくいう。

0新教材の導入

6新文型を聞な学習 目標を確認する。

,既習文型から携ルて語llFに注薫し新率響つ

意味をつかむ。

(個人思考―班内バズー全体確識

。板書を見て新文型の構造を確認する。

0新文型の練習を教師の指示に従って行なう。

(個人―班内思考)

。指名された生徒は板書する。

0正 しく書けたかどうか班内で調べあう。

9教師の質Fn5に 答える。

0問いに対してはすばやく反応する。

o Flash licturesを使って対話練習

をする。

。各 自で練習問題をノー トにする。

(個人思考―班内バズー全体確認)

。班毎に本時の学習内容について反省 しまと

める。

。次時の予告と家庭学習の課題を確認する。

指 導 上 の 留 意 点

0机間巡視 しながら生徒の参加度を調べるこ

0数名指名 していわせる。

o Flash cardsを 使用し理解の程度を確

oHearingに より本時の柱をつかまする。

102種類の文を,OntraStさ せて新文理の構

造を発見的につかませる。

0新文型の補足説明をする。

―ダーに

0机間巡視によ:り :理解困難な生徒に助言を与え

る。

●お互いに助け合って学留 しているか

も生徒の板書を点検t結果を調べさせる。

o FIash Picturesを 利用する。

。大きくはっきり発音させ、イントネーシヨン

に気をつけさせる。

o生徒同志で文型練習をやらせる。

0机間巡視により新文型の定着度をみる。

。発表させることにより本時の学習目標がどの

程度理解できたかを知る。

0次時の予告を指示する。

動活習学

。挙手により出来具合を確認する。

新出単語とSectiOni 2の 暗唱文の練習を しよう。

かめる。

be動詞を含む文の疑問文とその答えの文はどのように

し、て作るのか考えてみよう。        ｀

0新文型の構造がわかったかどうか
'

確認させ挙手させる:

Basiこ s`ふ tences 2の 文墨l練習を、しようち .-1

-7-

警:I
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教科書のExercises I■ をやつてみよう

分



語 科 学 習 指 導 案

指導者 矢 部 mll 夫

1題  材 文 の 成 分

2題 材 観

o 文法は、これを知識 として組織的、系統的に学習することが必要であるが、それは同時に

ことばの正 しい表現と理解に役立つ ものとして身につけられるものでなければならない。

本題材は、文のほねぐみの中核となる主語 .述語、そして、それの肉づけである修飾語を

中心に取 りあげ、文の構造を解明する力を養おうとするものである。

全体から部分への今日の文法学習体系よりするとき、現段階では当然のこととして、個々

の品詞学習は不十分であり、本題材に取 り〈むにあたって多少問題も生 じるが、適宜補説 し

て解決に導 きたい。 ・

文法 ぎらいの生徒が出るほどにまで学習は進んでいないが、用語をはじめとして知識分量

もふえることであり、時間を十分にかけ、また、相互に援助:協力する学習によちて、
i将

来

ともに文法ぎらいの生徒、おちにぼれ生徒の出現を少なくしたいものである。

a 計    画  (4時 間)

第 1次  文のほねぐみ、

第 2次  文の成分の残 り

文の成分 (主語 .述語)… 2時間

2時間

第 1時 修飾語 ・・・,… ……・:`:....・ ●1(本時分)

第 2時 接続語 .独立語 鮭 す語 .補助語)

本時 の 目標

0 修飾 ,被修飾の関係、

解させる。

Q_必要な文法用語に早く

む態度を養う。

お よび

なじみ、

修飾語には連体修飾語と連用修飾語の二種があることを逮

それを学習活動に生かす とともに、意欲的に課題に取 りく

… 8-

｝
聾
一



学 習 過 程

学 習 活 動

0板書をもとに学習 目標を確認、ノー トの

必要箇所を開 〈。

0文の成分 (文節の種類)のひとつとしてめ修飾

語の企貌を
:つかむことが目標であることを板書

により提示する。

修 飾 .被 修 飾 の 関 係 に つ い て 調 べ よ う

板書された夕」文について

。主部 .述部に分け、それぞれから主語 :

述語をとりだす。

0残った文節 と他の文節とのかか り受け、

お よび関係について考え、修飾語をとら

える。

。修飾 :被修飾の関係のすべてを発表する:

。1各 文節の成分を発表する。

。修飾するということばの意味を文法的に

まとめノートする。

(個人、班思考、全体発表)

連 体修飾 語 と連用修飾

0被修飾語の中心になる単語について、そ

れぞれ体言か用言かを考え発表する。

。
「 連体修飾語J「連用修飾語」を定義づ

けノートする。

0例について説明を聞 く。

●Fpl題を解 き (個人 .班)発表する。

0机間巡視、適当な助言を:与える。

と、教科書の記述 と比較させる。

練 習 問 題 を:解 い て み よ つ

0発表を通 し、また答え合わせのあと挙手によつ

て理解のほどをつかむ。

-9-
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発表させたあ

指 導 上 の 留 意 点

OH.Tに ついて指示を受ける。 0復習バズの活用を指示する。

メ
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■ 題  材

2題 材 観

第 1学年 4組

棄の平書構
｀
競:そ秋を表現しょう。

美 術 科 学 習 指 導 案  ‐

ご指導者 藤 ～本一清下子

C自然美に恵まれた本校であるが、生徒たちは人工の美に感動する者が多い。色彩豊かな今、:

紅葉した美 しい樹々に目を向けさせて、秋の感動を葉の平面構成に表現させてみたい6

o発想はデザイジ学習でもらとも重視すべき段階である。よいアイデ
′
なァを持ちながら表現能

力が伴わないために、途中で投げだすことのないよう、本題材は個人プレー的要素の強い学

.し

習活動であるが、バズ形式でじゆうぶん構想を練り、計画的に制作できる能力を養い解決さ

せていきたい。         .

美しい葉から新 しいフオJL/ム の発見と構成、秋の感動を配色する活動は多少の抵抗があるか

もしれないらが、 1学期のンメリング学習のようすから、デザイン■の関心度も学習意欲も‐

かなり高いクラスに達 していると思うので独創的な作品へのくふうを期待 している。 `

尋 ′計   画 (11警 FE5):. 1`

第 1次  色と形の基礎練習

:・ 第 2次 ・ 構成美の要素とは l●  ・●  :

第 3次  葉から新 しいフォ′レムの発見

第 4次   制作 (構成と彩色)1 1 : 11

第 5次  鑑賞 と評価
‐      :

3 時間

0。 5時間       .  ::

1.5時間

5・ 時間  (本時
:。

2時分)

1′ 時間  :

1 本時の目標   |
。用具を正しく使い、牟り方もくふうして、デザインとして通切な表現をする能力を養う。|

oグ ル…プ活動に積極的に参加し、お互いに高めあおうとする態度を養 うё

準  、 備

■指導者 : 参考作品 .ポ スィァカラTc製図用具

生 徒   水彩用具 .ス ケツチプツク

―10-
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第 1学年 5組 社 会 科 学 習 指 導 案

指導者 河 本 好 :文

1.題 材   中 国

題 材 観

0:中国は日本と隣 り合い、きわめて古くから文化交流が行なわれてきた国である。しかし、戦 :「
1

後の日本人の意識のうえでは、およそ、遠い国となっている。

今日、中国は経済的にも文化的にも、日増しに巨大な発展をグ ているも 自らの創造的エネィン11  :|

ギーを燃焼させつつ、広い国土と厳しい自然に対応 tノ て、新たな社会主義的発展の道をたくま・ |

しく突き進んでいる。地理学習を通しr、 中国の姿を正しく理解さす、ァジアの一員として相  手‐

互の立場を尊重しながらt世界の平和と人類の福祉に貢献しようとする態度を育成したい。  ■ )

。1本導酵朝る届硫避接湾あるが、全体的に落ち着きに欠ける面がある。上位の成績にある者は  |

少なく、 IQの低い者が比較釣多い。中国について既有知識を調べると、「 社会主義国である」 :́11

「国連に加盟した。J「世界一人目の多い国である。Jな ど、画一的 .表面的。トピツ‐ク的な|[■

知識に過ぎず、本当の姿を理解していない。中国人民の近代化への努力の姿を正しくとらえさ 
― ‐

せることはたいせつである。

0 日本の諸地域に続いて、世界の諸地域の学習を始めたところである。学習指導を重点的に行

なつために、生活と産業の現状 と、問題点FC焦 点をあてて学習させたい。

計    画 :(5時 F83)

第 1次  中国の位置と歴史。広い国土と多い人口      |

新しい発展 .自 然改造計画……・…………2時間

1第 η次  進みゆく農業…………・1… ……`…………:・ 1時間 (本時分)

第3次  資源の開発と工業の発展…ひ……………6・ 1時間

第 4次  中華民国 .モ ンゴ/L/人民共和国・………・・1時間

本時 の 目標

0 中国各地域の農業生産の特色や相違点を理解させると共に、新しい中国の農業を日本の農業 ‐■・

どの比較にかいて把握させる。

。 中国人民の建設的な姿を知 り、わが国の発展に寄与しようとする意欲を高める。

0 学習に積極的に参加し、相互に協力して、学習をすすめていく態度を養 多。

-12-

一ン　
一ヽ
一　
　
・ぐ　
　
鴇ヽ
一

1才



`5学 習 過 程

指 導 上
‐
の 留 意 点

。社会班の指示で、班別に予習を確認 し、

本時の学習内容について話 し合 う。

0中国の産業のうち、農業はどのような地

位にあるか発表する。

0始業の合図で自主的に班別学習ができている

か確認する。

。本時の学習主題を明示する。    .
0日 本の農業人口と比較させて、印象づける。

戸幕竃轟夢蔦豪戸石藤再百勃T項百にどんなものがあるか調べよう

机間巡視で確認する。

農 作 物 か ら 地 域 区 分 を 考 え て み よ う

。農作物による地域区分を考える。

Oどんな自然条件に基づいているのだろう

か 。

個人思考→班別バズ→班のまとめ

→全体で話 し合う。

0教科書や資料をもとにして個人の考えを |。 日本の農地改革と上ヒ褒させる。

6どの地区 にどんな作物が作 られているか。

各自予習 したことを確認する。

班別バズ ー 班の発表 一一

→全体で話し合 う。

。班毎に農作物、牧畜の分布地図 を作る。

0必要以上に地域を細分化したりt農作物をと

りあげて、生徒を混乱させないようにする。

0中国の農作物 .牧畜の分布のようすが理解で

きたか。協力して作業が進められているが、

。理解困難なFF5題が多いので、生徒の理解を越

・えない ようにする。

。話 し合いの中での疑 Fnlに 対 して積極的な援助

が行 なわれているか机間巡視で確かめる。

0相互に助け合って学習のまとめをしているか、

机間巡視で確かめる。         .

。挙手によって評価け る。

0予習課題を指示する。

まとめる。

班別′'ヾ ズ → 班の発表 一一一 ヽ

→  全体の話 し合い

まとめ

0板書 .ノ ートで各自、本時の学習内容を

まとめる。

.6対人バズで、より確かなものにする。

o本時の学習態度について自己評価する。

次時の予習課題の確認

0日本の諸地域の農業の学習を想起させる。

0グ ループ討議の際、全員討議に参加している

か、主題を しつか りとらえて話 し合って柩る

か 。                        .

oつまづきの班には適宜助言する。

新 し い 中 国 の 農 業 の 特 色 は な ん だろ う

―=13-
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第 1学年 6組

材  資料 の整 理

材 観

数 学 科 学 習 指 導 案

指導者 圏 栗  博  幸

■ 題

Z 題

ユ 計

0 数理統計学は記述統計学と推濃1統計学とに大別さ4る 。本題材は記述統計学の基礎である

表やグアフの作成や、作成された表やグラフの読み取 り方を扱うのである力、これらについて

は小学校でも簡単なことは指導されているので、本学年にかいては資料を目的に応して収集

整理する能力を伸ばすことに重点を置かねばならない。     i
O 学習態度に余り真剣さが見られず、全体的に落ちついた雰囲気とは言えない。学力にない

ては男子に比べ女子の方が全般的に低 く、また全体で3～ 4名特に学力の低い生徒がいる。

0 記述統計の学習においては、数学的基礎学力として牲有翠数の四則演算程度である。した

がって学力の低い生徒でも大体理解できると思われるので、これを機会 lFc数学学習に対する

関心を高めさせたいと考える。

第 1次

第 2次

第 1時

第 2時

画
.(6時

間 )

資料の調べ方…・・1・………,.・ ………●・4時間

代表値・
1・ ……………………………… 2時間

平均値

モード.メ ジアン   (本 時 分)

4 本 時 の 目標

0 代表値とlメ平均値の■かにモード .メ ジアンを考え、目的F_応 じて最も適 した代表値を求

めうる能力を養 う。

● 班員の相互協力と統計に対する興味 とにより等習意欲を高めさせ、いろいうの統計を自主

的に判断しかつ日常生活にないて大いに活用しようとする積極的態度を養つ。

…‐14‐
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遇

モ ー ド .メ ジア ン ど ち らが よい だ ろ う

0代表値についての復習

、全体発表で確認する。

oモ ニド.メ ジアンに関するFn5題 を考える。

i.班男リバズにより各自まとめる。 |

。全体発表し確認する。

0度数分布表または ヒストグラムによるモ

ァドの求め方を考える。  .    ‐

・班男Jバ イrcょ り各自まとめる。

・全体発表し確認する。

,度数分布表と累積度数グラフによるメジ

アンの求め方を考える。

.班男Jバ ズFtよ り各自まとめる。

.全体発表し確認する。

。平均値 。モ‐ド.メ ジアンを求める。

ヽ全体発表し確認する。

0代表値 としてどれが適当か班別バズをや

りまとめる。

.全体発表 し確認する。

●復習課題をメモする。    (‐

0代表値の意味と種類について個人指名によ

り確かめる。   |   ■

0モ ー ド .メ ジアンに関する最も基本的なも、

のについて考えさす 6

0班別バズの際、教え込みにならないように

注意させる。       :
モ ー ド .メ ジア ンの 求 め 方 を考 え よ う

. 0モ ードを求める際、階級値で表わすことに

注意させる。         :
0班別バィは疑問点の解決にとどまらせ、ま

とめは各自ゃ:らする。

0度数分布表での比夕lla己 分によるメジアンの

求め方は、界積度数グラフぃでのメジアンの

求め方 と関連づけて翠解させる。

。机間巡視で班内協力を向上させるとともに

助言指導を行 なう。

0挙手により理解度を確め、本時目標達成の

評価とする。

r6.後
習課題をlIIら 暑る。

-15=

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

平均値 。モード.メ ジアンを求め、代表値 とし

てどれが適当か考えよう



第 2学年
11組

材  基本 の図形

数 学 科 学 習 指 導、案  ■ ‐

指導者 井 上

題 材 観

。図形についての概念を得て行 く過程を考えると、まず第一に形や大きさの異同を認め

ることからはじまるといってよい。従って 形 .大 きさ 。位置の研究を中′心とする図

形の研究にかいてこの教材は最も基本的な概念の一つである。

o生徒は今までに、平行線 .図形の対称、回転などの移動 ,図形の拡大 .縮小について   ,

学んでいるが、平面図形について、さらに考察を進めるため、基本になる平行 。合同 .

相似についてその意味を明らかにし、平行線の基本性質 .三角形の合同条件 .相似条

件を導き、理解させるとともに次の単元からはじまる論証の基礎をきづきたいふ

0こ の学級は能力差は比較的少ない方であるが、学習に対する積極性に久ける生徒がら

'「

|

り、意見発表はあまり活発ではない。

(3 計   画  (9時 間)

第 1次 平行線…………………・……………………・・1時間

第 2次 合 同・・Ⅲ…・・・………0,・ ……1°・………・"… し。3時間

第 3次 相 似… … … Ⅲ:… …… … .・・・4●●…●●……・4輔

多TI● :‐

|

菱■■ ‐

夕::|‐ 1
■:■

r ill・

婁,I‐ 1 1

萎二|li
l=■■■ ■

≡::||‐ :

■ ::11 ‐ ‐:

奢|11=■
|

二
=1‐

■
|

華::|■ |

三
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11
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第 4次 問題練習…………………・,`… ……………… 1時間

第 1時 相似な図形の意味と性質

第 2時 相似の位置 と相似の中心

第 3時 三角形の相似条件
:

第 4時 立体の相似の意味と性質

(本時分)

作図や実験を通 して相似の中心や相似

4,,本 時の 目標

。相似の位置および相似の中心の用語を知らせ、

の位置にあるとはどんなことかを理解させる。

0相互に協力し学習意欲を高めるとともに 物事を注意深く正確に処理すゃ態度を養う。l lilン
_
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学 習 過 程

0本時目標を確認する。 0学習に興味をもたせ、参加度を高める雰囲気を

つくる。

与 え られ た 図 形 と相 似 な図 形 を 作 図 し よ う

p点 0目似の中心になる点)を いろいろな

位置にとり、相似な図形を書いてみる。

p作図でわかりにくいところは班内で相

互に教え合う。

0いまかいた図形をもとにして考える。

個人思考も班内パズ→発表

。①対応する点を通る直線はどうなるか。

:②相似の中心から対応する点までの距

離の比の値はどうか

。対応する7W_は どうなっているか。   :

0どんなとき本目似の位置にあるといえるか

発表する。      ‐

0練習問題をする。

(プ リン ト)

班内バズ

。相似の位置にある

2つ の正方形 .2
つの二等辺三角形

のオロ似の中心を求

める。

。本時学習のまとめをする。

。次時課題の確認

0作図は コンパス :定規を使って正確に書くよう

注意する。

0かけた相似な図形に対応を、間違わないよう記

号をつけさせてかく。

0班内で協力しているかみる。困っている班に助

言する。

0相似の位置 、相似の中心という用語を知らせる6

0気づいた点を発表させる。

0対応する点を通る直線が■点で交わるときだけ

で相似の位置にあるとはいえないことを理解さ

せ、必ず相似の中心からの距離の比も考えるよ

う指導するg     ~:
。直感で相似の位置にあるかどiう か大体判断でき

ることを知らせるも:

02つの条件が同時

`成
立するときであるiこ とを

理解させる。  年1_.

程度をみて助言指導する。 ~   ‐

o対応点の考え方によって相似の中心が 2.つ ある

ことを発見させる。

02つの正方形の場合と同様に 2つ求めているも

のはないか注意する。

.なぜいけないか発表させる。

0挙手により本時目標の評価をする。   ・

0次時への予告

:相 似 の位 置 .相 似 の 中心 につい て 問題 を しよ う

0机聞巡視しご意欲的にやっているかみる。理解

■ 回

＞

指 導 上 の 留 意 点

相似の位置にある2つの図形とはどんなになっているか、

また相似の中心について考えよう。

-17-
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L題

第 2学年 2組 英語科学
:習

華導案

指導者 室
・
郷

―
耕 一

Sectionl

Basic sentencesl

Exerelses l

Baslc Sentences 2

Exercises 2(本 時分 )

復 習

材   Lesson 12

Ai■ Great America, Presldent

2題 材 観
|

.   0本課では受動態 (受身)が学習の中′心になってい
,る 。規則動詞の過去分詞は比較的学習じ

レ i  やすいと思われるが、不規則動詞の変化を覚えるのが困難であろう。それでぃつも教科書

|     の巻末の不規貝り動詞の変化表を活用させたいと思つている。受動態が「 be樋去分詞Jで

|°  あることをしっかり認識させ、ぃろいるな過去分詞を反復練習させたい。

また本課では受動態以外に1疑問詞 Whブ でヽ始まる疑問文、 becat seの答え方も学習の

大切な要点になっている。

0こ のクラスは他のクラスと比較して、不活発である。2年 も後半になって個々の生徒の学

力羞はかなり大きくなっている。そ■でできるだけ復習も撃り入れて興味をもたせ、新教

材を取り扱うて略たぃと思っている。

第 1次    I ntrOduction

ヵ事2次   Section 2

,S3次    SectiOn3

第 4次   Section 4

′ 第 5次   SectiOn 5

第 6次  Ettercises 3

4 本時 の目標

。疑問詞Whyで始まる疑問丈とbeこ alseでの答え方に慣れさせる。

,Lin,ol■ に関するいろいぅな干ピソアドを知らせる。
0班内での話し合いを活発にさせ誰でも発表できる習慣を身たつけさせたぃ。

~   
二 18 ニ

3:1計 画  (6時 間)

■|‐



:二 学 習 過 程

(復習卜       :  |

。前時の重要事項を確認する。

。単語,慣用句
`文

。Oral wOrk

.OeStiOns and A■ swё rs

〔新1教材〕●

OWёW WOrdsの発音練習をする。

OFattern Practiceを
4〒なう。

Why ～ ?

BeCa.U8, e '!tv

o OuestiOns and answers

。本文を和駅す る。

。本文の翠eading

O応用練習をする。

0本時の重要事項を整理する。

。次時の予告をする。

Why～ ? Because～ 。の倣 をつ くろう

指 導 上 の 留 意 点

。小テスト行なって語句、文の緩 りに重点を置

いて書かせる。

。発表が特定の班に片寄らないようにしたい。

に生徒の理解に役立てる。

0例末に受動態の文も加え、その復書も同時に

行なえるょ1,に したい。|

0生徒の身近な生活

`結
びつぃたものを例とし

てえらばtも。 :

0班内での話 し合いによって、できるだけ多く

の生徒を学習に参加させたい。

0発表者の発言をしつかケ聞く習慣をらけさせ

る 。

0班内のリーダーの役害Jり を確認事せt話し合

いに無駄 のないようにさせる。

動活習学

Or,I wO ri卜 の 内 容 を 確 認 し よ う

_19-
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第 2学年 3組 .社 会 科 学 習 指 導 案 :

指導者 鴻 坂

1.題  材

2題 材 観

封建制度の動揺

0封建tll度の動揺と崩壊の契機は、農民の成長

`基

づく商品生産と流通が発展し、領主的
.

土地所有者と対立した農民や都市住民の封建響準対す_る 反抗であり、 百姓■撥■持ち

こわしに明らかな現実としてあらわれている。また、幕政の改革については内容を十分

につかませるとともに、改革の必要性、封建性等から批判的な見方や考え方などを養成ヽ

したい。

●クラスの雰囲気は明るく比較的活発であるが、まとまりを欠いている。
iし

かし、ほとん

ど零に近かった家庭学習も少しずつふえ、班バズにもほとんど全員が参加するようにな・

つた。しかし、本題にかけるその時代相互の関連を構成 したり、封建社会の動揺 .崩壊 11

に至った歴史の流れについての理解やその攣本となつた ?ヽべの洞察には、ゃ、困難を

感じるのではなかろうか。

計   画  (6時 間)                  、ヽ  |

第 1次 幕府政治の変化・・……………………F。「・・,1時間

第 2次 幕府政治の改革………………・・………Ⅲ 2時間  (本時第 2時分)      |
第 3次 苦しい武士の生活…………………・・‐●ol時間              :
第 4次 新しい産業と百姓一撥……………1,"・:1時間 1              1
第 5次 天保の改革             1時 間

本時 の 目標

。幕藩体tllの くずれをくいとめ、封建悔J度のたてなかしをはかった寛政の改革のねらtAや _:

内容をまとめ、その根本的原歯を洞察させる中で、この改革は社会の発展に逆らったも 1
のであることを学ばせたい。

。やっと生徒に学習意欲がでてきたので、本時はたすけあいと個人思考を指導するととも|● :

話し合いに効率の悪い班があるので、その参加度を高め、メモをす・る態度を養法た

… 20-

3

に

　

い

一
・^摯）

一ヽ

ヽ
　

　

　

　

ヽ



学 習 過 程

指 導 上 の 留 意 点

oホ ァムメスクを点検 じあう。

0学習目標を確認する。

0徳川幕府をささえているものは何かを

考えよう。

。班毎にはやく行なわせる。

●メモをするよう指導する。

●身分告1度 と農民からの年貢とによることを理

解させる。

寛 政 0改 革 は どん な時代 にか こ なわ れ た か (原因)

。時代背景を調べよう3 ‐

t農民の生活

二幕府旗本の財政難

二風紀の乱れ '

'.外国船来航 等

。内容を検討 しよう。

今農村の復興

。商品作物の権U限 l

.棄捐令

.異学の禁

。人足寄場 等

9狂歌から改革の特色をつかもう。

●農民 も町人 .武士の生活の変化を考え

よう3       1

0時代の流れに応 じていたかどうかを話

‐し合おう。

。次時の学習内容を知る。

。封建制度の動揺に気づかせる。

。商品貨幣経済の発達が崩壊に導いた根本であ

ることを指導したい。

0前時のプリントを利用させるも

0き びしさへの反感など成果のあがらなかった

ことを確認させる。
´

。経済の進展に逆行した反動的なもので、支配

者のあがきであることを把握できたか:

oバ ズヘの参加度、メモの活用度をたしかめる。

o71H々 の政策の内容を理解させる。

班 |  l o幕藩体制をどん寝芳行でたてをおそぅとした

かを考えさせる。

0前期労働者対策が幕政史上は じめて現われた

ことを知 らせる。

寛政の改革 の内容について しらべ よう (政策)

どん な効果 が あ つたか を 考え よ う (結 果 )
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組

一
第 2 学年 4 理 科 学 習 指 導 案    ‐‐

|

指導者 矢 内 正 弘

題

題 材

材

観

仕事 とエネルギー

仕事と仕事の原理 :・ …・:...1.●●
…………1・・・ 2時間 (本時第 2時分)

仕 事 率・・・・:._「 .… 。|.」 ...:.… :..… ……。1時間

仕事の量の濃1定 (移行)・ `:t・
ご・………:..11時間     '

いろいろなエネルギー (移行)… …・… :・・・ 1時間

0移行措置により
「 力のモーメントJ「動力の伝達のしくみJな どはぶかれたが、本題材学

習の必要上、「力のモァィィト̀Jは「学習した。「
エネ/1/ギ ー」は新指導要領の重要な概念

の系統のす?と考えられ、「仕事J:の学習から一歩それに近づきたい。

0中 2と もなると「力学単元Jは 、女子にとって興味関心が少なく、とかく消極的になりが

ちである。この学級もその傾向が強く、1発表も男子が多く独占する。実験の際でも男子が

中心になって行な/・●ているgしたがって、できるだけ身近かな事物で実験させ、女子も抵

抗少な〈とり〈める工大をしていきたい。なか生徒は日常語の仕事と力学の仕事の意味の

違いがはつきりわからないし、また力と仕事も大へん混同じやすいので注意して指導する。

画
.(5時

間)

，
■
　
一

3. 計

第 1次

第 2次

第 3次

第 4次

準

本時の目標   :
0滑車t斜面、輸軸、なにを使って実験しても、その仕事の量が同じであることを理解させ

る。                      1          ′  タ

6個人思考、班内の話 しあい、討論 などの区切 りをはっきりさせ、実験や班内での話 しあニ

を男女協力 してする態度を養 う。         r           '・   I

備

滑車、輸軸

… 22 -
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6学 習 過 程

。前時の復習する。            l o仕 事の概念 と日常語の仕事との相違点を明

仕事、仕事の量にういて      | .確 にする。

0仕事の量は力と距離の積で表わされること
:

を確認する。              |

0個人思考→班バズ

| 
｀
 |       |   | 1 事も大ない。

1   1   1  11

甲 12m i □ | ||。脱嘉二もか轟は1と畠:革

11ダ |:こ 壺::|。亀[li尋量鬼喜は1白 金 自‐山 墓 |°T[TE■言1量T奮、

「

雫〒ヤ
10珍 5町  10町   10時 百び| されることに毎ブなすていく。

＼

ゾ  Y  VI

o個人思考→

班バズ→全

発表 実験

ヒ_J     : 1、   
「

l     g ∫́

′/て恵
「

)ヽ 1 :: 
ン` ~`~― …ノー_ol  (一 定)

こ:60g   日)10御
 墓   ジダigttf:≡

こ仕事の量はい くらか。
0仕事量=力X距離

0上の問題 と比較させる。 ,
=‐      ―         ■

~ ~~~~‐  Y
輪ゝ軸を使つと仕事の量はいくらになるだ li O滑車、斜面ミ輪軸なにを利用しても仕事量

ろ うかも                  : はかわ らない。

6予習「仕事された物体Jは どこがかわった |。 これから学習する
「 位置の主ネルギニJに

か考えてくる。             1 関連させる。

次の方法で 6・Ogの物体を10働引き上げ:る
「
とき

引く力と距離はいく
`梯

、ヽ また仕事の量曇べ らか

指 導 上 の 留 意 点

左のア .イ .ウ 。の場合、どちらが仕事の量は大

きいか、またその仕事の量はいくらか。     |

次 の 問 題 をす る 。

-23-
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第 2学年 5組 国 語 科 学 習 指 導 案

1.題  材

21題 材 観

｀0 この文章は十九世紀、フランスに生まれた代表的小説家、ビクトル .ュ ゴーの作品「
ン

.ミ ゼラブノンJの一部分で、わずかな罪で苛酷な刑を終えた主ヽ人公が社会をのろ椰再び罪

をかかしそうになったとき:ミ リエル司教の暖かい思いやりと、けだかい精ネ申とにより主

人公がはじめて人間の愛に触れる劇的な出合いの場面である。卑俗f_R劣 な読物や雑誌がは

|  んらんし、人は主体的判断や批判の精神をともすれば見失ないがちなときほんとうにすく
や

れた文学作品に親 しみを持たせたい。

0 「 ああ無情Jと か「 ジヤン .バ /1/ジ ヤン物語」 としてわが国にも数多く翻訳され、紹介

されているが一読 した生徒はクラスで七人と少ないし、まだまだ外国文学への関心が低い

ので
°
すぐれた文学を読む楽 しみ、真の読書のよるこびを知 らない。

0 社会に拒絶されてどん底にあえぐみじめな人と暗黒に光明をもた らす正 ヒ′き入との対比

の中に入聞心理の微妙 な動経をとらえることによもて、感想や意見を持たせ〔思索する力

を深めさせたい。

,3‐ 計 画  (5時 間)

第 1時 通読 文字や語句の抵抗をとりのぞく。

第 2時 内容を輸確に諄みとり感想や薦見をもつ (本時分)

第 3時 主題をつかむ

第 4時 読後の感想 .意見の発表

第 5時 漢字 注意する語句

4 本時 の 目標

0 ジヤン .パ ノンジャンの心の動き、特に盗みをするときの心を中心にミリェノン司教の愛の

深さを味わわさせる。

感想や意見をもち、それを学級の話しあいに発表できる意

-24-

Jヽ説を読んで問題をとらえ、

指導者 古 林
‐
伸 也

銀の燭台 =―
二
「 ン eミ ゼラブル」から一二∵

■ :欲 と書度を養う。



ユ 学 習 過 程

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

0課題の確認 をする。 ●ホー ムメスクができている.か どうか班内で点

検良せる。

話 の 筋 を つ か も う

0ノ ニ:卜

に書いて

0銀の食器を盗む :

の心の動 きを考

(個人思考 ―

.目 を閉 じて眠

.銀の食器を盗

迷い続ける6

.起き…Lが り、

える。

.時計の音で立

ハるあら■おじを発表する。 0こ①物語の始ま:

背景となる内容

る′前の主

をしもか

人公の置かれた境遇

りかさえさせる。

ジ
:ヤ ン .バ ノンジ ヤ ィ の 心 の迷:い を 考 え よ う

失′心をするまでの主人公

える。

班 ― 全機

ろうとしたが眠れ ない。

むか盗むまいか一時間 も

卜の上でぼんや り考

0ジ ヤン .パルジヤンの心の動きに関連ある語

句を見つけさすG  ‐

。個人思考から班の活動が うまくいっているか|

机聞巡視する′
ぎ   ■

0情景を的確に1と らえ、
1′

お晴をより深 く理解さ

せるも

。班での話 し合いの結果 を幾つかの班から発表

させる。         |

司教の寝錬のけだかさと
の変化について考えよう

、 ジヤ ン .バ ル ジヤ ンの心

0決ノきしてから銀の食器を盗むまでの主人

公の行動を中心にして考える。

(個人思考 二1 
班 ― 全体)

司教のへやの入ロ ー ヘやの中 ―

ベットの前 ― 老人から離れる。

。次時の予告をする。

0学級全員が 自分の考え、班で話し合ったこと

と、1対比させて鷲睦 、発表 しているか、そつ

度合松をチエツクじ活発でない班には助言 じ

たい。

0ミ リエル司教が主人公にどのような影響 を 与

えたかよく考えさす。

●さようの学習のまとめを班でさせ、次時の学

書だ圭進めふ乞ことに気付かせる。

―‐25-



1      第 3学年 1組 (男 子 )保健体育科学習指導案■

指導者 平 野   修

|   ■ 題    材  鉄棒 運動 ,長距離走

1 2題 材 観

1           0振 りとび、け上がりなどは鉄棒ではぶらさがるという形式が運動の基礎である。

「        この運動はやさしそうであるが運動形式の基礎であるから充分に練習すること

‐ :        
によって次の運動の発展と考えたい。また長距離走は脚力だけでなく循環器等

|        にも負荷をかけて成長期の生徒には必要な体力の養成種目である。

1   1      。本学級は男子 22名 である。個人種目については個人の技能に差があるので嫌

:       がる傾向にあるがこれらの運動についての必要性は充分に自党 しているので、

1           自主的に行なったり、グ7L/_プ別に協力させることにより本運動の要素を充分

1           に体得できる機会としたい。

‐           0能 力に応 じた目標と実態を充分に把握 し、グ7L/… プのきまりを守 り、特に安全

1        性については特別 な配慮を必要とするため補助方法 も考えて実施させたい6

・  :3 計    画  (3時 間 )

|●          第 1次  班編成 と学習の見通 しをつける。・・“:・
・……1時間

|  :       第 2次  振 りとび、フア/7ト ンク走・。こ…b`.…■,■ 1●…1時間

第 3次  け上が り、フアノントレタ走r・・1・・……・・∵・・:・
°3時間     ・

(本時第 1時分)

| ‐ 1        第 4次  連続運動、ベースランニング…・……………2時間

1            第 5次  評価、記録 の測定………,1,… ……………… 1時間

i 4 本 時 の 目標    :
:       。け上が りのlFFの ける方自とタイミングを会得する。

1        。気らくに走ることにより、走る距離に自信をもたせる。  1
1        0グ ループで協力 して学習 し、練習のきまりを守 り、安全、協力性、忍耐力など

―          を実習中に養う。                            ′

… 26 …



。集合、あいさつ。

。準備運動をする。

。鉄棒にぶらさがって身体を振動す亀

0順手でぶらさがる。

0逆手でぶらさがる。

0片逆手でぶらさがる。

0各班に分かれて行なう。

0と び箱 .チ ユープをつかって行なう

0補助方法を発見する。

oグ ループで約 10分間校内を走る。

0整理運動をするふ

。本時課題をまとめる。

。後始末をする。

。次時の課題を聞 く。

0出欠の確認 と健康状態を把握する。

0本時学習内容を指示する。   |

0大きくリズミカr7に行なわせ る。 1

0カであがるのではなく、反動利用であることを理解

させる。

0頭の中で考えるのではなく、実際に運動し、補助を

通して解決させる。

0個人思考→全体発表→各班別で補助

0け上がりの技能は会得できたか。

0能力別グJL/― プに分ける。

0競争意識をもたず、リフツクスして無理をさせない。

。走 り終わったら運動場をゆつくり走 りながら各班で

話 し合う。

●脱力運動を中心に行なう。

。問答法や発表で目標を評価する。

,用具の後始末をしっかり,と させる。   1

0け上が りの練習について     ■= :   :

*27 -

け上が りをするためには、どのような運動が組合わされているのか。

また補助方法 を考えてみ よう。

フア ル トンク走で走 る距離 に 自信 を もとう。
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第 3学年 1組 (女子 )保健体育科学習指導案

バ ス ケ ツ トポール

指導 者 桂 敏  子

■ 題   材

2題 材 観

o 生徒の通学路の交通量は、日増しに多くなり、生徒の受ける交通事故の危険性は増大し、

それに対処する生徒の反射神経鍛練 .敏捷性養成の必要にせまられている。

又、身体的に急激な発達段階にある中学生に対し、バスケツトボーノし′は十分な運動量を有

し、ほとんど人間の基本的な自然運動が含まれている。そこで、バスケツトボールをとり

上げ、走 `跳 .投等の基礎的な運動能力をのばヒ/、 巧級性、敏捷性、持久性を養らていく

ことにより、身体の総合的な調和をはかり、内臓諸器管の発達を促じt‐ 危険防上にも役立

たすたい。

又、チームゲームであるので、責任感、積極性、協力性等の社会的態度を養成しt′も身

共に健康 な生徒を育てたい。   1

0 本学校の生徒の運動能力は、先日実施 したスポーッ章テストの結果からみてもわかるよ

うに、中級合格者 2名 、初級合格者 4名で、特に秀れた生徒はなく、全般的にやや低調で

ある。

学習のとり〈み方も積極性を久くが、球技には興味 .関′心を示しているので、生徒の実

′態に員Fし てバスケツトボーJL/を とりあげ、積極的な参カロを期待する。     : 「
.

計  :::画  (9時 間)

:第 1次 :復習 .基本技能……

(ゲ ーム,パス,

第 2次 応用技能・・Ⅲ………。

・……・・・……………・・ 2時間

ドリブ ル,シ ヨッ ト)

―・ 4時 FF5

(■争ふ轟レ (本時第 2時分)

第 3次 ゲニム

本時 の 目標

0 フエイントやカットィンプンー等を使い、攻撃法を習熟すると共itC、 筋力、走力、巧級

性、敏捷性又は機敏な判断力を養 う。

9 安全に留意しながら、グノンープで積極的に協力して学習する態度を養 う。

速扱村
3)

。評価………………………………………・………・̀ 3時間
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住

　

・

学 習 過 程

[

i

0かけ足 .準備体操をする。

0集合,挨拶,点検。

本時の目標を確認する。

●補助運動をする。

.ボ ールを使用する。

●パスをする。

,Fリ ブルシヨツトをする。

.フ オロ_をする。

O:対 2の攻防 をす る。

.フ エイン ト

|カ ツ トインプレー

:.ス タリーンプレー

03対 3の攻防をする。

。補強運動をする。

●整理運動をする。
0本時のまとめと反省

|。 次時の予告を聞く。
9挨拶、後始末

0準備運動を自主的 ,効果的 .協力的に行なわせる。

。生徒の健康観察をする。

本時の目標を徹底させる。

0筋肉、関節○補強をはかる。

動作は大きく、極限までさせる。

oポ ー/L/に慣れさせる。

0パスの要領を理解 .体得できているか。

0グ ツシユしてキヤッチさせ、 トラベ.り、ングをしないよう

にさせる。           |      ‐

.ジ ヤンプの最高点で捕えさせる。

0率撃法について相互思考をさせる。
0フ エイントや鋭い動きでガードから離れ、ポールをうけ

‐ キープされてぃるか。味方をうまぐ牙彗用しているか。グ

ノンープを巡視する。

住だ―ドは相手とボー/7を 見させる。   ・

.相手を押す、突 く、たたく等の反員りをしないようにさ

せる。

02対 2と同 じ要領で攻防できているか。互いに協力性 .

積極性を発揮 して実践 しているか。

0速い動きとパスで本露手のバランスをくずすようにさせる

0グループを巡視する。       ・

0体力をたかめる手段とするこ

能力に応じて実施させる。
0筋肉を柔らげ、呼吸を整えさせる。

9技能 .態度について反省させる。
.次時の学習内容を確認させる。

0責任を持たせ、協力して後片づけをさせる。

備導動 を しよう。

い ろ い ろ な攻 撃 方 法 を考 え 、 攻 撃 法 を 体 得 し よ う。

どのような衣撃法を身につけたかな
グループで協力し、学習できたか。 反省 しよう。
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第 3学年
-2組 理 科 学 習 指 導 案

指導者 武 末 昭 彦

磁 石

磁石 と磁界 `磁気誘導……… 2時間

電磁石…………………・……・・2時間 (本時第 1時分)

電流計と電圧計の構造 t・・…… 2時間

直流電動機のはた らき。・……・1時間

ス ピーカーのはた らき……… 1時間

■ 題 材

材 観

と電 流

題２

　
′

計

0私達の日常生活で使われている、子―ター、スピーカー、電圧計、電流計は、み

んな電磁石を不じ用 した ものである。その原理は、コイ/1/に電流を通すと、すわり

に磁界ができた り、磁界の中にあるコイノンに電流を通す
｀
と電流にある力がはたら

くわけで、いずれもこの原理を応用 した ものである。そこで磁石の基本的性質と

磁界の概念をふまえて、その原理のきまりを探究 してみたい。

0磁石に関 しては、小学校で電磁石を作った り、永久磁石と比較 したり、磁石の強

さ等について学習しているので、基礎理解の上に、実験ヒ′て、その学習から原理

の規貝J性 をみいだすようにしたい。                    ‐

画 (8時 FB5)

4 本時の

第 1次

第 2次

第 3次

第 4次

第 5次

目標

。電磁石の構造とはた らな

の規員llLを理解させる。

0実験を正 しく観察し、実験結果 をも

思考をすすめる態度を養 う。

を調べ、コイ「L/に流れる電流が磁界をつ くることからそ

とにして考察し、問題を解決するのに必要な τ
　

‘ヽ

準 備

磁針、スタン,ド 、導線、電流計、:電池ゝ鉄、粉、電磁石、永久磁石

-30-

葺
卜 :

持一一一一一一一一



o学 習 過 程

指 導 上 の 留 意 点

。課題をたしかめ話 し合 う。 0課題を全体によくわからせる。

磁 石 と電 磁 石 で は こが 違 うか'考 え て み:よ う。‐  l ど

Ｔ

0磁界ができることに注意しよう。 0課題にういて、不確しかな点を実験によっ

班ィヾズう全体

0鉄粉で検証する。

.電流を強 くする。

0実験の方法

tノ合 う。

.個人思考今班バズ→全体

0課題について実験する。

き出し、電流の方向、磁力線の方向を、右

手を使って考える。

: :,お や指―磁界の方向 (N極 )

1に ぎる指―電流の方向

0本時の学習内容を要約する。

合い、全体でまとめることができたかに注

。右ねじの法則は、今後の学習の基礎となる

ので充分に理解させる。

。理解の程度を各自でたしかめさせたい。

0本時_9学習内容を、班がパにより確認する。

。次時?課題を予告する。t,

って検証する態度を養 う。

0過程を予想 しなが ら実験するよう配慮する。

1本の導線に電riLを 通したとき、そのまわ りに磁石 と

同 じはたらきがあるかどうか言周べてみ よう。

j漬序 留意点についそ考え話 1 0実嚢をササある手贖をノートに書き話し合

。電流の方向を変えた時の磁針のふれ方に 1 0実験中に、電流、磁力線の方向の関係を、

気をらける。             1 右ねじの法員1に したがらていることに気づ

0実験結果につ
,rl琴

験
雫

の予想と上ヒ載検
1 0全

員が 自分の亀
卜

をまとめ、班ごとに話 し

t l         l 
かせる。

討する。

班バズ→ 全体

0実験結果をもとにして、右ねじの法 Allを導

‐‐131-

:='
■lti

ず1:|■F

1 1 11)  
メ

         : :i

意する。

本時の実験結果tま とめてみよう、Q:



一〓一一
一「一一一一一一一・一一一一一一一一一「一一一一一
一一一‐‐‐‐…一一
一一一

材題

第 3F学年 3組

Les$on
Ryo

6時 間)

IntroductiOn,

英 語 科 学 習 指 導 案   .:´

指導者 伊勢田 耕 ■

12:           |

ichi and・ :the Pearl Mountain(1)
2題 材 観

0第 3学年の半ばを過ぎ、中学英語科にかける基礎的文法項目の多くが取扱われて

きたが、各項目の派生的な段階や、語法の面で高次なもつが求められる。時tllの 1

■致、話法、 ・… so～ that・ …構文などは、こうしたことの整理発展に好適

であり、英語的思考を養うにも役立つであろう。物語の内容は日本の物語に取材

し、これを aFrangeした ものであるが、幻想とSuspenseに富み、生徒た .

ちの,繊をひきつけるのに恰好のものと思う。

0本クラスは比較的しっくりした雰囲気を保 づているが、学力の差は大きく、

productiOn面で劣る者が見られる:しかし班内の協力は活発な方であり、|

英語に対する関心も次第に高まっている。そ|で、この好ましい傾向を‐層議長

させる1共に、できるだけ落伍者の銀をいよう常に留意したい。   1

ギ  ャ

計 画      (

第 1時

第 2時

第 3時

第 4時

第 5時

第 6時

本時 の 目標

Basic  sentencesi c),

B04y   SentOnCes 願壁,

B2s ic  sen ten,es 
②

Body   sentences El,

3ody   Sentences 園 , 回

Review,  Exercises 
③

B o dy

Flash cards,

Onary

… 32-

Sente=ces歯

Body sentences

Exercis,sl、 ①  「 :

□

ユ 準

Exercises ② (本時分)

。楽 しい英語の物語を読解することにより、英文に親 しませ、
/内

容を全体として味

わわせると共に…… 30 t tnate… 。構 文に習熟させ、その運用力を嵩める。

。発音、訳、drillに一人一人が努力すると共に、各班全員が協力しなから積極

的に学習に参加し、クラス全体を高める好査しい態度を養う。

備
0テ ニ プンコーダ,  0

0My First Dicti



学 習 過 程 11

学 習 活 動

o英語であいさつする。

(先生→ クラス)

。既習事項と学習:目 標 を確認す る。

(先生― クラス)

(復習)

O so * t ha t の用法を復習する。

(グ /L/∵ プーfB人→先生)

o_Basic Sentences ②

プについて練習する。

の例文をテー

(テ ー プ→ ク ラス )

。意味内容を確かめる。 (ペ ア)

琳〔フt SectiOn 圏

9本課の新語の発音を覇
.(先生‐クフリ

O SeC110n圏  っ
.先生について rep(

|テ ープについて re

(先生,テ ー :

030～ that・ …文を認 i

(グ 71/`

0意味内容を調べ発表ず

|  (グ fL/― プー ペア )

0先生の補足的説明を聞く。

て先生→クラス )

o大意を知り、英語の質F・lに答える。

指 導 上 の 留 意 点

o英語 クラスの雰囲気をもり上げる。

。復習を要するものを意識 したかどうかを調

べる。

0輩別バズの後、個人発表させる。

0複文と重丈を対比させる。

0定着度を確かめる。

。リモートコントロー′ンにより間のとり方を考

慮する。

0英語→日本語を並行させる。      ‐

Bttsic Sentettces ② の要点を鶴 めヽ、その構文を練習しよう。

o EXeiciseS②を練習する。

(グループ→トリオ )

OChaFt prinloを 練討 るι

(グループ )

。次時への関連、予定を知る。
(先生 → クラス)

意味内容を知ろう。

0ま ぎらわしい発音に注意する。

bOat 〔bOut〕 l● Ought〔 b)t〕

6ポーズのとり方を工夫する。

0正しい発音と速度でテープについて読んでい

るかどうかを観察する。

o班内で確認の後、下線をひかせ理解度を確か

める。

。辞書と予習ノー トの活用により、班別共同研

究へ導 く。

●難解な部分を補足説明又はヒントを与える。

0英答できない者に対し、班員に助力させる。

o班内の練習、班毎の発表によりヽ 全員協力し

て本時目標をどの程度達成したがを確かめる
.

(テ ムプ援用 )

●家庭学習を確認遂せる。

(=舞生■個人,グャ=ィ )=

ExercisesO及びChart Dril二 ②蛯森習しよう。

「
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第 3学年 4組ヽ 社 会 科

指導者 小 林 睦 男

■ 題   材

2題 材 観

家 庭 生 活

0 家庭生活の問題を中心にして、日本の民主化の課題を明らかにしようとするのがねらい

である。すなわち、家族とその集団が個人や社会に対 して、どのような役害Jを持ちている

かを理解させ、古い家族籠1度 と比較することによって.現代の家族生活が どのように営ま

れているかを認識させ、さらに民主的な家族生活を営むためにはどのように努力したらよ

いかを考察させたいのである。

。 10月 に実施 した意識調査にょり、家庭のあり方、家族関係について、親 :潔ルミラエテ

イに富んでおり、今後の家庭生活について深〈考察していく上に、この題材は適しているも

(6の項目)

a 計    画   (3時 間 )

第 1次 家族と家族制度…………Ⅲ……………………・̀
・
……。.2時間

第 1時 家族、家族の型…。…………・|・ ……………・・:・ "∵ (本時分)

第 2時 吉い家族制度、新しい家族制度

第 2次 明るい家庭…………………11,… …1・
・………………… 1時間

4 本時 の 目標                         :_
0 家族9役害に ついて考察させ、さらに、家族の型を理解しヽ 近代的家族の意味を義らか

にする。            「

0 明るい民主的な家族生活を築こうとする意欲を高める。

5 学 習 過 程         :

指 導 上 の 留 意 点

0本時の目標を確認する。 0授業内容を高めるためにもな っきりつかませ

たい。

家 族 に つ い て 考 え て み よ つ
環

O HOme(家庭)、 Familyて家族);の区別

にふれ、違いを理解させる。

0「かかかみに育てられた少女Jあ タリィト

_二蚤_申 1持たせ、班バイ、全体ノミズをさせる6

案導指習学

0家族について話 し合う。

0プ リントを読んで話 し合 う。

-34-



参 考 資 料

対象人員  男 21 女23 計 44 (備考)表中の数字は男が先、

合計である。 
′

:

(1)家庭 と愛情について自分の意見に近い ものを一つえ らびなさい。

(2)家庭で父母 とよく話 し合いが もたれますが:

イ よくもつ ④父0.0。 0 ○母0。 4. 4 ○父母0.3. 3
口 ときどき ⑦父2.3.5 ○母9.4。 13 ④父母 8。 6.14
ハ もた ない ④父0.2,2 ○母0.o。 0 ○父母2.1.3

(3)あ なたは、自分の家庭の評価はどれぐらいだと思いますか。非常に楽しいものを5と し、非
常に楽しくないものを 1と してOを つけよ。

次いで女、最後は

一　

　

　

・
　

　

一
一
　

　

　

一
　

．

・・・　

　

　

　

一

　

一
．

．一一
．・

一
一一一・
一

0000

。家族の役わ りとはなんだろうか、考える。

.個性の形成 (子 どもの養育)

。心身の体養と安定

.あすの労働への力をつくる

0結局家族の機能であるが、自分の家庭の二員

としての立場から考えさせ、話 し合わせる。

特に人の意見を聞く態度に注意させる。

0生徒の家族構成の例をいくつかあげざせて、

家族の型を理解させる。

.母子 父子家庭については特に留意する。

0家族の型は、それぞれの時代に応じて生まれ

たものであり、意味をもっていることを理解

させ、それぞれの型の持つ問題点をつかませ

た広と  :   ~

家族 の型 に つ榛 て考 え てみ よ う。

0家族の型について考え、話 し合いまとめる。

.夫婦中心の家族

(小家族、近代的家族)

.親子中心の家族
‐
 (直系家族、大家族 、家長的家族)  ・

家族 に つい て ま とめ て み よ う。

0家族の機能の変遷 1/Cつ いて話 し合い、ま
:と

め

る。                11
0本時目標が達成されたが、班で話 し合 う。

0次時の課題を確認する。

00消費、生産、宗教、教育

④成員相互の愛情、人格的な関係

②上述の家族の役わり

。本時目標が達成されたか、 (評価)確認するさ

0次時予告、家族tll度について調べさせる。

イ
家庭は人間の愛情を実現させる場である。夫婦 親子 兄弟
がかたがいのためにすべてを三至ゲぅ気持をもつべきであるく

勢

Ｈ

儘

・７

勧

２８

ロ
家庭は生活の必要か らできた ものだが、毎日顔をあわせてい

るかけ等ミそこ曖 情をもつ:■2へ 家庭生活がや.り やすい。
家庭の愛情などは結局動物的なものである。それにはこだわ
らず自由にふるまうほうがよい。         ・

家庭は生活    つからつく視咳ヽ∝ しかない。愛情など
にあま りしばられないlruつ がょぃ。

… 35-
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2,題 材 観

生 本時 の目標

画計

。すぐれた詩は、読む人の心の琴線をかなでずにはおかない。ここに収め

られている「晴れゆ〈空J「椰子の実J 磁機豊」の詩三篇は、いずれも生

徒の心に語 りかけ、深い感動を与えるだろう。また、題材的にも、形式的

にも、詩情の点でも変化に富んでかり、鑑賞力を高め、表現を生かした騨

読の工大をさせるのに適
°
していると思う。              ~

o生徒たちは詩:が 好きである。特に、わかりよい詩、調子のなめらかな詩、

情緒あふみた詩が好きである。「鯖れゆく空」はわかりよい点で、「椰子:

の実Jは音楽科で学習し、「落葉Jは調子がなめらかな点で親しみをもつ

だろう。しかし、文語つ表現t象徴の表現にはかなりの抵抗を感じること

と思う。

0-.二年生の詩の題材「北風J「木」で身につけてきた鑑賞力を生かして、

購 れゆ〈空Jでは寒風が人生や世界を浄めることの感動を、「格子の亀

ではしみじみとした望郷の情感を、「落葉」では沈うつな心にひぴく詩情 :

を味わわせたい。                     1

(4時 間)・

第 1時   「晴れゆ〈空Jの鑑賞

第 2時   「 椰子の実Jの鑑賞

第 3時   略 葉」の鑑賞………………… (本時分)

第4時  朗読発表

0際 Jを鐘賞して、詩全体にただよ

うつな′心にひびく詩情を味わわせる。

う人間の悲 しみ、はかなさなどの沈

0話を考えながら聞いて判断・し、批判したり、話の展露に気をづけて、

手の真意を確実に開きとったりする技能や態度を養ぃたぃな・

_  早 36 -
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第 3 学年 3組
…

国語科学習指導案

指導 者 石  原 弘  子

晴れゆ く空

√
プ
〓

話 し



:学 習 過 程

指 導 上 の 留 意 点

。本時の目標を確認する。

。知うている訳詩を発表する。

。生徒の発表によ

させる。

りか え 読 し よ う 。

り、いっそ う目標をはっき

じ 音

.朗読の録音テープをきく。

。微音読練習をして詩みに慣れるL

oどんな感 じをうけるか。また、それはどう、

してか調べる。

0各連ごとに語旬の意味を調べながら、情景

や心情を話 しあう。

t各連ごとに文を多くして散文に改める。

.■ の詩

“

ただ与グ気分と心情をとらえる。

「落ち葉」はなにをたとえているのか話し

あう。    ‐

0磁霧報 の主題をとらえる。

0歴史的かなづかいや「 ディォロン」の発音に

注意して聞くよう指示する。

0各自だけでなく、対人法でも練習させる。
|

0班内バズに入る前に十分な個人思考をしてい

るか注意する6

0表現や構成については学習の展開の中で取 り

扱 う。

。「 プィオロシのためいき、鐘のかと■飛が散

らふ落ち葉Jからくる連想やイメージを味わ

うようにしたい。

9‐詩に象徴されている気分や意味を深くさぐら

せる。

0メ モをとりなが ら議 しあいをしているか。

0

0詩の情趣を味わいながらきく。

0自 己評価する。

。次時の予告 .予習課題をきく。

。時間があれば堀口大学訳の 翔蓼議

る。

。挙手によって評価させる。
｀

0家庭学習として三篇の詩の朗読研究を指示す

る。               |

を紹介す

朗読 を聞 い て鑑 賞 を深 め よ う。

▼中37-
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琴
〓
一

分  科

助 言 者

司 会 者

:言
己
・:録 .者

提 案:者

ァ ー マ

兵 庫 県 教 育委 員会

姫 路 市 立夢前中学校

藤  花

小 笠 原

松  本

春  夫

喜 代 一

馴  郎

柾  博

。美術にかけるパズ学習の実践

掛川市立三笠中学校  夕、保 圏

。学習意欲を高めるためのバズ学習

熊本市立
=和

申学校  坂  梨

教 科 指 導

-38-
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会
　

，

科

一

分

ア ー ド

春日井市立東部中学校  ・: :‐
|‐   梶

姫路市立琴陵中学校  1       薮

圏
I

稲  司

惣 太 郎

俊  三記 録 者

提 案 者

加  藤

高 .橋

0態度的目標を授業の中でどのように追求して。きたか
・

春暉井市立東部中学校 赤  羽

●自然学級集団におけるグループ学習

尼崎 市立 日奮中学校 奥  村

工

行

子

寿

重

華
一轟
一一一一一一一一
一〓一一一一一一一〓
瑳
一瑳
理
一一一一一峯
運
一一一一一一一〓
一ｔ
一
〓
一一一一一一・一一一一．一〓

メ モ
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指導 とバ ズ学 習 (⇒

墾
二
一



分・第

ァ ー マ

兵 庫 県 教 育委 員会

赤 穂市 立赤穂中学校

・ 小集団学習を基盤とした学級経営

加古JII市立加古川中学校

。短学活にかけるバズ学習指導の実践

東ぶ都板橋区立西台中学校

。小集団を生かした学級づくり

福井県南条郡南条町立 日野中学校

JII

岡

生
´
徒
・
指導 。特 活 とバ ズ学 習

助 言 者

司 会 者

記 録 者

提 案 者

人

鳳

英

祐

端

本

-40-

山  口  躍  二

小 賀 康 雄

元 岡 善 治

北 村 義 雄

高  橋  伸 幸

=イ
:11

華
1,1



分 科 会

ァ ー マ

助 言 者

司 会 者

記 録 者

提 L案 者

東京都板橋区立西台中学校     `

三 本 市 教 育 委 員 会

姫 路 市 立 高丘 中 学校

。自主性のある学習態度を求:めて

春日井市立坂下中学校 水

。復習バズと家庭学習

鈴鹿市立銘峰中学校  麻

崎

下

田
一

野

生

山石

木

塁
〔

利
　
貞

雄 ‐

祐

夫  

‐

明 :

良6次

と 家 庭 学 習復 習 バ ズ

-41-

メ   モ
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地域生徒集団の指導 とパズ学習

動 言

司 会

記 録

提 案

一
一
　

信

　

一

勉

　
重
　
純

口
　

山

　
田

谷
　
菅
自
　
岡
　
　
　
　
武
　
　
　
　
声

。地域の啓蒙と家庭学習の習慣化

をねらう町内バズの実践

広島県豊田郡豊浜中学校

0バ ズを基盤とした地域生徒集団

の指導の在 り方

姫路市立 高丘 中学校 圏  懸  賢
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,t+)vf43.)tyVBY

プ _マ

助 言 者

司 会 者

自 己 統 合 を め ざ す バ ズ 学 習

名 古 屋 大 学 教 授

尼 崎 市 立 日新 中学校

姫 路 市 教 育 委 員 会

加古 川 市立カロ古り|1中学校

東京都練馬区立中村中学校

春 日井 市 立藤山台中学校

姫 路 市 立 高 丘 中 学校
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塩 田 芳 久 先 生
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三
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